




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1908 46．8925．264．0710．00 5．56 2．0025．269．6312．00
1909 45．4931．20 4 10．00 2．25 2．0031．202．2912．00
1910 54．4129．369．3010．00 3．75 2．0029．3613．0512．00
191f54．9926．149．2810．00 7．57 2．0026．1416．8512．00
1912 61．3615．4823．3310．00 8．55 4．0015．4831．8814．00
1913 68．9816．4529．3810．00 9．15 4．0016．4538．5314．00
1914 66．1220．5322．4410．00 9．15 4．0020．5331．5914．00
1915 61．6332．347．6410．00 7．6510．0032．3415．2920．00
1916 67．7323．0612．2410．00 51 11．9210．0023．5724．1620．00


















































































19033β10 3，810 1 1 3，811
19046，377 6，377 167 167 6，544
19058，377 8，377 152 152 8，529




190813，219 1，131 14，3184，000 4，00018，318













191616，2195，792 22，⑪11 1 4，000 2394，24026，251





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































救済・再建のための貸付 0．9 2．3 2．5 11．6





ア　メ　リ　カ 61．7 303．6 757．31，027．31，036．9
英仏共同公債 51．4 51．4 51．4 51．4 51．4
アメ　リカ政府 513．7 840．4 865．7
担　保　付　公　債 143．2 122．3 53．3 47．4
J．P．モルガンの貸付 73．0 26．5 14．9
ドル建て大蔵省証券 2．9 21．2 22．2 9．3
ロ≧ドン為替委員会の借款 10．3 10．3
そ・　の　　　他 22．8 22．2 44．8 63．1
カ　　　ナ　　　　ダ 9．2 59．8 139．9 135．4 73．4
日　　　　　　本 10．2 18．4 29．0 17．2
オ　　ラ　　ン　　ダ 2．1 3．4 0．7





そ　　　の　　　他 2．4 5．8 11．6 11．1






























































































































































（6）民間長期貸付 一144 一60 一6 一3 一10 一35
（7）外国証券売却 43 110 60 23 29
（8）基礎収支（（4）＋（5）＋（6）＋（7）） 一19 一285 18 54 一107 一144
（9）短期債権の増減 70 274 一28 一57 116 152






























































































































































































































































































































































公債の種類 認可額 募集額 応募額 発行額 利　率 償還期限
? ?
層1回自由公債 5，000 2，0003，035．22，000 3％ 15－30
第2回自由公債 4，500 3，0004，617．53，808．8 4 10－25
第3回自由公債 2，500 3，0004，176．54，176．5 4％ 10
第4回自由公債 8，000 6，0006，992．96，964．5 4／ 15－20









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































予算 運輸税 鉄道債券 鉄道会社優先
粕щp代金
工業債券 外債　　、 合計
第1年度（1924．9．1～1925．8．31） 200 800 1，000
第2年度（1925．9．1～1926．8．31） 250 595 250 125 1，220
第3年度（1926．9．1～19278，31）410 290 550 250 1，500
第4年度（1927．9．1～1928．8．31）500 290 660 300 1，750





















































第1年度 1，000 271（30．37％） 622（69．63％） 893
第2年度 1，220 416（35．35％） 760（64．65％） 1，176
第3年度 1，500 683（49．45％） 699（5055％） 1，382
第4年度 1，750 943（54．23％） 796（45．77％） 1，793






















現金引渡 賠償回収法 ドーズ公債費 合計（その他含む） 実物給付　　占領費その他　　合　計
180 78 271 414 208 622第1年度
第2年度 71 243 97 416 658 102 760
第3年度 259 290 91 683 617 82 699
第4年度 468 351 90 943 725 71 796









































































































































































































































































































191 289 449 440 497 524538 450 265 232
占領軍費等 83 173 83 205 175 188 一 一 一 一
利払い 159 一6 一173 一345 一563 一800 一1000　， 一1200　， ．900 一700
賠償支払い 一281 一1057　， 一llgl　， 一1584　， 一1990　， 一2337　， 一1706　， 一988 一160 ．149










??， ??， ??， ??， ??，
229 967 126 一36 一250
証券移動 『 一 一 555 430 185 一162 一211 50 200
その他ドイツ
ﾖの投資 一 一 ㎜




200 一 一5 133 256 314 80 一 100
短期資本移動 506 107 147
??， ??，
































































































































































































































































































































経常収支 119」 58 31 一39 78 104 76 15 一114 一62 一18



















































































年末 外国の勘定でロンドンに保有される預金と 外国の勘定で引き受けられた ロンドンの純債務
と英ポンド手形＊（ポンド残高＝債務） 英ポンド建て手形（アクセプタンス・ルジト＝債権）
1927 419 140 279
1928 503 201 302
1929 451 176 275
1930 435 161 274





































































































































消費財 R P1 E－S（ニPIR） E－1ラ Q、（＝1’一S）
投資財 C P2 1（一P、C） 1’（＝E×C／0） Q2（＝1－1’）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1アメリカの支 1アメリカの支 A（61－68）アメリカの支 1　文 1　文
1ルールと裁量 皿ルールと裁量 B（69－71）バンコール H本案の諸規定 H本案の諸規定皿若干の利点① 皿若干の利点① C（72－80）若干の利点①皿本案の若干の長所 皿本案は債権国にいかなる責任を課すか





VI多角的清算 V多角的清算 F（91－99）多角的清算 W本案のもとにおける為替の日常的処理 V本案のもとにおける為替の日常的処理
G（100－105）経済同盟？（多角的決済） （多角的決済）
VI金の地位 H（106－112）金の地位 V本案のもとにおける金の地位 VI本案のもとにおける金の地位










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































では第 14条で5年間の ｢過渡期｣を認めているので､IMFが業務を開始する1947年 3


































































































高が 12億 3400万ポンド (33.5%)であるのに対して､スターリング地域の保有するポン
ド残高は24億 5400万ポンド (66.5%)と二倍に達している｡当時のイギリスの金 ･ドル
準備はわずか6億 1800万ポンドほどしかなく､スターリング地域のポンド残高の4分の
1にしかすぎなかった (表 9-2の ドル ･プール残高も参照)｡
表9-1 ポンド残高の推移
(単位 100万ポンド)
年 末 ポンド残高(A) 準 備 金(B) 差引金額(B-A)対スタールク÷地域 対その他地域 合 計 金およびドルその他 合 計
1931 195 216 411 121 3 121 -290
1937 386 422 808 825 825 17
9 359 159 57 545 548 31
1940 544* 136** 680 NA NA NA NA
1941 665 607 1,272 141 13 - 154 -1,118
1942 987 655 1,642 NA NA NA _NA
1943 1,433 917 2,350 NA NA NA NA
1944 1,914 1,101 3,015 NA NA NA NA
1945 2,454 1,234 3,688 610 8 618 -3,070
(荏)*は英帝国､**はヨーロッパその他の合計｡








































































































































































































































建設軍需品石油その他商品サービス合計227 288 297 90 299
33 59 ? 60 64
7 10 ? 30 7
? ? ? ? ?
34 24 30 27 19



































































































































































































































年後から 1%ずつイギリス製品の購入とい う形で､全てのポン ド残高を借 り換える
(lbid.,pp.284-8).
第二に､アメリカに対しては､｢後に共通の戦争となるもののために武器貸与が発効す





可能な50億 ドルの追加融資を求める｡金利は 1%で､返済条件は戦後 10年間は 1%､10
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